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学会報告
 P4 第48回日本足の外科学会学術集会を開催して 安田稔人 （学37期）

支部だより
 P6 京都仁泉会 秋の講演会 森本博子 （学24期）
 P10 令和5年度仁泉会大阪府支部連合会
  秋季学術講演会（仁泉会IN近畿）開催報告 村木宏要 （学27期）
 P12 東大阪支部新年総会報告 大西洋一郎 （学25期）
 P14 仁泉会東住吉平野支部総会及び懇親会報告 長谷川利雄 （学32期）
 P16 令和6年度 仁泉会神戸支部新年会報告 藤田能久 （学47期）

クラス会だより
 P18 大阪医科薬科大学第十二期卒業生　三八会報告 太田 稔 （学12期）

仁泉ひろば
 P20 情けは人の為ならず 佐々木進次郎 （学8期）
 P22 でんでらりゅうば 岡野 准 （学21期）

 P23 冊子切抜 井尻慎一郎先生 （学31期）
 P24 冊子切抜 田村 功先生 （学31期）
 P25 まんが第66回 京都ぽん太町 （学31期）
 P26 開業しました！ 前田和也先生 （学57期）
   西原賢太郎先生 （学47期）
   秦 健一郎先生 （学52期）
   野原悠貴先生 （学60期）

本部だより
 P29 会員訃報
 P31 2024年度版会員名簿作成について
  編集後記

　２０２４年１月１日に石川県能登半島を震源に発生した地震において、亡くなられた

方 に々哀悼の意を捧げるとともに、被災された皆様に心からお見舞い申し上げます。

　被災された地域の一日も早い復興をお祈り申し上げます。

大阪医科薬科大学仁泉会　役員一同
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　この度、第４８回日本足の外科学会学術集会を２０２３
年１０月２６日（木）、２７日（金）の２日間、大阪市のグ
ランフロント大阪北館のコングレコンベンションセンターにお
いて開催しました。開催にあたっての大阪医科薬科大
学仁泉会からのご支援に厚く御礼申し上げます。日本足
の外科学会は１９７６年に設立されて以来、４５年以上の
歴史を持ち、現在、会員数も１８００名を超えるまでに成
長しております。一方、大阪医科薬科大学整形外科学
教室は２０２２年に開講７０周年を迎えましたが、足の外
科班は１９８９年に開設されました。それから３０年以上に
及ぶ当教室足の外科の歴史において、木下光雄先生
（第２３回会長、１９９８年）、奥田龍三先生（第３６回会長、
２０１１年）に続き、日本足の外科学会学術集会を主催
できたことを大変嬉しく思っております。
　本学術集会はテーマを「これからの足の診療 －チー
ムの力、個の力－」と、いたしました（図１）。これから

第４８回日本足の外科学会学術集会
を開催して

の足の診療においては、足の外科医一人一人の知識
や技能、研究力の向上は大変重要ですが、同時にチー
ムとしての力を向上させることも欠かせないとの思いを込
めました。現在、私は看護学部に所属し、本学が力を
注いでいる多職種連携教育に関わっており、多職種が
連携するチーム医療の大切さを学生とともに日々学んで
おります。学術集会テーマに沿って、できるだけ日本足
の外科学会の会員以外の皆様にもご参加いただきたい
と思い、今回の学術集会では４つの学会と合同シンポジ
ウムを企画しました。日本フットケア・足病医学会とは合
同シンポジウムだけでなく、日本フットケア・足病医学会
理事長の神戸大学の寺師浩人教授に「日本フットケア・
足病医学会のこれから」と題してご講演をいただきまし
た。また、日本靴医学会、日本リウマチ学会ともそれぞ
れの理事長にご賛同いただき、合同シンポジウムを行い
ました。さらに韓国足の外科学会からも多くのゲストを迎
え、日韓の合同シンポジウムを行うことができました。２つ
の合同シンポジウム「Achilles tendon disorders in 
athletes」、「Treatment strategy for severe hallux 
valgus」において、スポーツ選手のアキレス腱断裂やア
キレス腱症、さらには再発の多い重度外反母趾の治療
について日韓での活発な議論が行われました。本シンポ
ジウムが日本足の外科学会と韓国足の外科学会の交流
の場となり、両学会が今後もさらに力を合わせて発展し
ていくことを願っています。また招待講演として韓国から
Woo-Chun Lee 先生に変形性足関節症の関節温存手
術について、さらにパリオペラ座のスポーツ医である
Xavière Barreau 先生にバレエダンサーの足部傷害に
対するチーム診療の実際をお話しいただきました。また、
特別企画として、大阪医科薬科大学名誉教授の木下
光雄先生と日本足の外科学会理事長の仁木久照先生
に「成人の扁平足について語り合う」というタイトルで１
時間の対談を行っていただきました。扁平足の患者さん
の多くの診察動画だけでなく、実際に壇上で、お二人
の先生に模擬患者さんの診察をしていただくなどの工夫
も加えて、対談形式でわかりやすく扁平足の診断と治療
を解説していただきました（図２）。
　会場はＪＲ大阪駅と直結しており、天候に恵まれたこと
もあり、本学術集会には９１０名を超える皆様にご参加
いただきました。多くの指定演題の他に公募演題として
合計４０２演題を採用いたしました（優秀演題候補１８
題、主題５１題、一般演題２２０題、ポスター１１３題）。
第１会場から第６会場までワンフロアーであったこともあ
り、学会場はとても賑やかな雰囲気となりました。多くの

文責／大阪医科薬科大学看護学部教授　
　　　安田稔人（学 37期）

職種の皆様にご参加いただき、職種の垣根を超えた大
変実りのある討論ができたのではないかと思っております。
また、新型コロナウイルス感染症の感染症法上の位置付
けが令和５年５月８日から５類感染症になり、アフターコロ
ナの時代に変遷しており、４年ぶりに制限のない完全対
面での学術集会を開催できたことを大変嬉しく思っており
ます。学会前日の晩餐会では、約２００名の皆様をお迎
えし、食事やお酒と共に、バレエダンサーをお招きし、『ドン・
キホーテ』第３幕よりキトリとバジルの「グラン・パ・ド・ドゥ」
を鑑賞いただきました。また学会初日の夜には全員懇親
会を開催し、多くの先生方と親交を深めることができまし
た。学会長としての学術集会の準備は非常に大変でした
が、学会が始まってみると２日間は大変短く、また楽しく感
じ、学会２日目の午後には、もう学会が終わってしまうのだ
なという、少し寂しい気持ちが込み上げてきたことをよく覚
えています。最後に記念写真を撮影して終了となりました
が（図３）、学術集会の開催を経験できたことは、私自身
にとりましても大きな財産となると思っています。
　最後になりましたが、今回の学術集会の後援である大
阪医科薬科大学仁泉会の皆様のご協力、ご支援にこの
紙面を借りまして、心より御礼申し上げます。３年前に学
術集会の担当が決まってから、本当に多くの皆様のお世
話になりました。主催事務局の大阪医科薬科大学整形

図３. 学会終了後の全員写真図 1. 学術集会ポスター

外科学教室の皆様をはじめ、大阪医科薬科大学足の外
科グループの先生、学術集会の企画、運営に直接参画
いただいた株式会社コングレの担当の皆様、本当にあり
がとうございました。また、協賛いただきました多くの企業
の皆様、ご支援、ご協力を頂きました関連病院、同門の
皆様に深く感謝申し上げます。一人でも多くの患者さんが
痛みなどの足の悩みから解放されるために、本学術集会
が、その一助になれば幸甚です。大阪医科薬科大学仁
泉会の皆様におかれましては、今後ともご指導、ご鞭撻
のほど、何卒、よろしくお願い申し上げます。

図 2.  特別企画対談いただいた木下光雄先生（大阪医科薬科
大学名誉教授）、仁木久照先生（日本足の外科学会理事長）
に感謝状をお渡ししました
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2016年 3月開院 中央手術棟

大阪医科薬科大学病院救命救急センター開設

2022年 7月開院 新本館A棟

　痛みは、侵害受容性疼痛、神経障害性疼痛、痛覚
変調性疼痛に大きく分類されます。侵害受容性疼痛は、
「神経組織以外の組織に対する実際の損傷、または損
傷の危険性がある時に生じる痛みで、侵害受容器が活
性化されることによって生じる痛み」と定義され、病気や
怪我に対する有用な警告反応で、非ステロイド性消炎
鎮痛薬（NSAID）、アセトアミノフェンやオピオイドでコン
トロール可能であります。しかし、神経障害性疼痛は、「体
性感覚神経系の病変や疾患によって引き起こされる疼
痛」と定義され、一度、病態が完成すると非常に難治

性で、痛み自体が有害な病態をもたらします。そのため、
早期に診断を行いガバペンチノイドや抗うつ剤の投薬が
必要であります。痛覚変調性疼痛に至っては、「侵害受
容の変化によって生じる痛みであり、末梢の侵害受容器
の活性化をひきおこす組織損傷またはそのおそれがある
明白な証拠、あるいは、痛みをひきおこす体性感覚系
の疾患や傷害の証拠がないにもかかわらず生じる痛み」
と定義されています。要するに炎症や神経損傷がない
のに痛い病態です。それでは、どの様に治療すれば良
いのか？ オピオイドは、侵害受容性疼痛で用いられてい
ます。神経障害性疼痛では、第３選択薬となっています。
しかし、痛覚変調性疼痛では、オピオイドの使用は回避
した方が良いとなっています。
　各々の痛みの診断と治療、注意すべき点などを事例
を含めて講演をさせていただきました。特に、コロナ後
に帯状疱疹神経炎の罹患が増加しています。早期治療
と共にワクチン接種の予防も大切であります。
　こどもの痛みは大人の慢性痛に移行しやすいため、
子供の痛み治療が大人の慢性痛予防になることを強調
させていただきました。
　痛みのコントロールに難渋している症例があれば、是
非に大阪医科薬科大学病院麻酔科・ペインクリニック外
来にご紹介をお願い申し上げます。

　京都仁泉会は年に２回講演会（一回は総会終了後）
を開催するのが恒例になっておりますが、最近の情勢で
メーカーの協力を得るのが困難になってきております。令
和５年秋の講演会について自主開催を検討しましたが、
なかなか難しく半ばあきらめていましたが、一社がサポー
トを申し出ていただきようやく開催の運びとなりました。
　１１月１８日ホテルオークラ京都で対面での開催となりま
した。久しぶりの講演会ということもあり、２６名の参加者
がありました。岡本文雄先生の司会で、まず河野龍而
会長の挨拶があり、講師の大阪医科薬科大学 医学部 
麻酔科学教室 南敏明先生を紹介されました。
　演題は「最新の痛みの診断と治療」で講演していた
だきました。

京都仁泉会 秋の講演会

文責／森本博子（学 24 期）

　本題に入る前に、南先生は大阪医科大学創立１００
周年を控え、構内の新病棟建築に最初から参画されて
いました。２０１２年７月に中央手術棟建築計画委員会
委員長（設計責任者）に就任、２０１６年３月に中央手
術棟の開院、昨年は大阪医科薬科大学病院Ａ棟が完
成し、大阪府三島救命救急センターの三次救急機能が
移設されています。建物、内部の機器は最先端なのは
もちろんですが、運営面でも素晴らしい成果をあげてい
ます。帝王切開の要請があってから胎児娩出までの時
間がなんと平均２０分という速さで麻酔・手術をされると
いう実績をあげられています。
　現在大阪医科薬科大学病院 B 棟が建築中で病院全
体が完成するのは２０２７年だそうです。工事の進捗状
況は遅れなく順調に進んでいるというお話でした。南先
生のご尽力は並々ならぬものと思いました。そして母校
の素晴らしい変貌ぶりに感銘をうけました。本題に入り、
疼痛の分類等詳しくお話しいただきました。南先生ご自
身が帯状疱疹に罹患され、三叉神経痛の痛みを身をもっ
て体験され、その経過をご自身の写真を提示され、身
体の他の部位に出現する発疹とは違い、顔面にでる帯
状疱疹の痛みの強さを語られました。お話を伺ってワク

チン接種の必要性を感じました。身近の痛みがテーマで
したので、質問も多く出、それぞれに丁寧にご回答くだ
さいました。講演の後は、松花堂弁当をいただきながら
談笑し、次回は５月の総会への参加を呼びかけ、お開
きとなりました。
　以下は講演の要旨です。

新本館Ａ棟１２階 
がん医療総合センター
からの眺め
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2027年 大阪医科薬科大学

　痛みは、侵害受容性疼痛、神経障害性疼痛、痛覚
変調性疼痛に大きく分類されます。侵害受容性疼痛は、
「神経組織以外の組織に対する実際の損傷、または損
傷の危険性がある時に生じる痛みで、侵害受容器が活
性化されることによって生じる痛み」と定義され、病気や
怪我に対する有用な警告反応で、非ステロイド性消炎
鎮痛薬（NSAID）、アセトアミノフェンやオピオイドでコン
トロール可能であります。しかし、神経障害性疼痛は、「体
性感覚神経系の病変や疾患によって引き起こされる疼
痛」と定義され、一度、病態が完成すると非常に難治

性で、痛み自体が有害な病態をもたらします。そのため、
早期に診断を行いガバペンチノイドや抗うつ剤の投薬が
必要であります。痛覚変調性疼痛に至っては、「侵害受
容の変化によって生じる痛みであり、末梢の侵害受容器
の活性化をひきおこす組織損傷またはそのおそれがある
明白な証拠、あるいは、痛みをひきおこす体性感覚系
の疾患や傷害の証拠がないにもかかわらず生じる痛み」
と定義されています。要するに炎症や神経損傷がない
のに痛い病態です。それでは、どの様に治療すれば良
いのか？ オピオイドは、侵害受容性疼痛で用いられてい
ます。神経障害性疼痛では、第３選択薬となっています。
しかし、痛覚変調性疼痛では、オピオイドの使用は回避
した方が良いとなっています。
　各々の痛みの診断と治療、注意すべき点などを事例
を含めて講演をさせていただきました。特に、コロナ後
に帯状疱疹神経炎の罹患が増加しています。早期治療
と共にワクチン接種の予防も大切であります。
　こどもの痛みは大人の慢性痛に移行しやすいため、
子供の痛み治療が大人の慢性痛予防になることを強調
させていただきました。
　痛みのコントロールに難渋している症例があれば、是
非に大阪医科薬科大学病院麻酔科・ペインクリニック外
来にご紹介をお願い申し上げます。

　京都仁泉会は年に２回講演会（一回は総会終了後）
を開催するのが恒例になっておりますが、最近の情勢で
メーカーの協力を得るのが困難になってきております。令
和５年秋の講演会について自主開催を検討しましたが、
なかなか難しく半ばあきらめていましたが、一社がサポー
トを申し出ていただきようやく開催の運びとなりました。
　１１月１８日ホテルオークラ京都で対面での開催となりま
した。久しぶりの講演会ということもあり、２６名の参加者
がありました。岡本文雄先生の司会で、まず河野龍而
会長の挨拶があり、講師の大阪医科薬科大学 医学部 
麻酔科学教室 南敏明先生を紹介されました。
　演題は「最新の痛みの診断と治療」で講演していた
だきました。

　本題に入る前に、南先生は大阪医科大学創立１００
周年を控え、構内の新病棟建築に最初から参画されて
いました。２０１２年７月に中央手術棟建築計画委員会
委員長（設計責任者）に就任、２０１６年３月に中央手
術棟の開院、昨年は大阪医科薬科大学病院Ａ棟が完
成し、大阪府三島救命救急センターの三次救急機能が
移設されています。建物、内部の機器は最先端なのは
もちろんですが、運営面でも素晴らしい成果をあげてい
ます。帝王切開の要請があってから胎児娩出までの時
間がなんと平均２０分という速さで麻酔・手術をされると
いう実績をあげられています。
　現在大阪医科薬科大学病院 B 棟が建築中で病院全
体が完成するのは２０２７年だそうです。工事の進捗状
況は遅れなく順調に進んでいるというお話でした。南先
生のご尽力は並々ならぬものと思いました。そして母校
の素晴らしい変貌ぶりに感銘をうけました。本題に入り、
疼痛の分類等詳しくお話しいただきました。南先生ご自
身が帯状疱疹に罹患され、三叉神経痛の痛みを身をもっ
て体験され、その経過をご自身の写真を提示され、身
体の他の部位に出現する発疹とは違い、顔面にでる帯
状疱疹の痛みの強さを語られました。お話を伺ってワク

チン接種の必要性を感じました。身近の痛みがテーマで
したので、質問も多く出、それぞれに丁寧にご回答くだ
さいました。講演の後は、松花堂弁当をいただきながら
談笑し、次回は５月の総会への参加を呼びかけ、お開
きとなりました。
　以下は講演の要旨です。

図 . 痛みの分類とその治療
International Association for Study of Pain, Pain terminology 2021.
日本痛み関連学会連合用語委員会 2021. を基に作図

演題：最新の痛みの診断と治療

大阪医科薬科大学病院
大阪医科薬科大学医学部麻酔科学教室

南 敏明
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　令和５年１１月１１日（土）ホテルグランヴィア大阪２０階「鳳
凰の間」にて仁泉会ＩＮ近畿と題した令和５年度の仁泉
会大阪府支部連合会秋季学術講演会が開催されました。
昨年は ZOOM を併用したハイブリッド開催で、理事会で
は今年も ZOOM 併用のハイブリッド形式での参加の方が
ご都合がつきやすいのではないかという意見もありました
が、４年ぶりの懇親会も開催することもあり完全対面形式
での開催となりました。心配し
ていた参加者も昨年と同様の
７１名の先生にご参加いただき
ました。（昨年は現地参加４１
名、オンライン参加３３名）。
　会に先立ち興和株式会社
からの情報提供が行われまし
た。その後、副会長の御前
治先生（学３３期）の司会で
会が始まりました。

　最初に、ご親族の結婚式
で欠席された会長の霜野良
一先生（学２８期）に代わり
副会長の大西洋一郎先生
（学２５期）が挨拶されました。
続いて、来賓の大阪医科薬
科大学仁泉会理事長の安藤
嗣彦先生（学２０期）が挨拶
されました。母校の新病院建

設をはじめ BNCT施設の稼
働状況などが好調であること
は同窓会としても、とても誇り
に思っているということ、また
他大学でもご活躍の先生が
増えていることもとても嬉しく
思っていると述べられました。
続いて、大阪医科薬科大学
学長の佐野浩一先生（学２９

期）のご挨拶がありました。
学生時代に母校５０周年記念
事業が開催された折、大阪
府連の先生方に相談をした想
い出や母校の近況をご報告
いただきました。
　講演会は、理事の森川浩
志先生（学３６期）が座長と
なり、今回、日本医師会副会
長の茂松茂人先生（学２７期）を講師にお招きし、ご講
演を賜りました。最近の中央情勢・診療報酬改定から医
療用医薬品不足の現状と問題点等とお話は多岐に渡り、
ご講演後の質疑応答も時間をオーバーする程多数あり、
盛会のうちに終了いたしました。
　以下、講演内容
の抄録をスペース
の許す限り紹介い
たします。

【演題】
最近の中央情勢とかかりつけ医の糖尿病薬の処方状況
～診療報酬改定の行くえ～
【抄録】
1・最近の中央情勢・診療報酬改定に向けて
　９月に医療費の動向が公表され、コロナ対応により医
療費（収入）が増収した。これは医療界が一致団結し
てコロナにしっかり対応して向き合った証である。にもか
かわらず２０２０、２０２１年度のコロナ禍による医療費減
（３.２兆円）のダメージが残っている。一方で、財務省財
政審等においてはコロナ補助金等による内部留保の積み
上がりを賃上げとして活用すべきと発言をしている。さらに
恣意的な資料を用いて診療所の経常利益率が２０２０年、
２１年、２２年と３.０、７.４、８.８％の上昇を指摘、利益剰余
金も１９００万円上昇し、これにより職員の賃上げは可能と
提案してきた。日本医師会としてはＴＫＣ医業経営指標を
用いてコロナ特例影響がなければ利益率は悪化している
と対峙した。さらに協会けんぽの保険料が医療介護給費
についていけず保険料率が１０.８％に上昇すると国民に
不安を与えていることを指摘し対応したことを述べる。
　財務省財政審は診療報酬本体はマイナス改定と発言
をするも、日本医師会は物価高騰・賃金上昇についてい
けず、人材が他産業に流出するとして対峙している。
　秋の新たな経済対策で、入院中の食事療養等への新
たな対応や、光熱費等の物価高騰への継続支援がとりま

とめられ、「デフレ完全脱却のための総合経済対策」が
閣議決定された。これから、令和６年度診療報酬・介
護報酬等トリプル改定の議論がさらに本格化するなかで、
日本医師会は、引き続き政府に対し、物価高騰・賃金
上昇に対する取り組みを進め、プラス改定が実現するよう、
求めていく。
　また、マイナ保険証の利用促進やリフィル処方箋にも触
れた。
　診療報酬改定では高齢者救急の医療資源投入量によ
り議論されていることや急性期一般入院料１における平均
在院日数、急性期充実体制加算、総合入院体制加算、
地域包括ケア病棟、療養病棟、回復期リハの問題点に
ついて述べた。
　新型コロナウイルス感染症については、感染症法上の
分類が５類に移行したが、新型コロナウイルスの性状は変
わらない。また、診療報酬上の特例の見直しが行われた。
　日本医師会は、感染拡大に備えて、より幅広い医療機
関でコロナ患者が受診できる医療提供体制の構築に向け
た地域の医療機関の取りまとめと、都道府県移行計画に
関する協議や実践への関与等の要請を行うなど、地域
医療の継続に尽力している。

2・地域におけるかかりつけ医機能
　地域に根差して診療している医師は、地域住民の健
康を守るために連携して活動を行い、それぞれの地域を
面として支えている。そして、地域医師会はその活動に
深く関与して運営している。そのうえで、日本医師会は、「国
民の生命と健康を守る」という使命を果たすため、国民
目線で国民のために日々 活動を行っている。
　かかりつけ医機能に関する議論は、令和５年に全世代
社会保障法が成立し、かかりつけ医機能が発揮される
第一歩が踏み出された。
　現在、令和７年４月の施行に向けて省令等の議論が
行われ、そこには日本医師会の役員も参画している。
　「かかりつけ医機能が発揮される制度整備」は、医

療機関が自主的に医療機能を報告し、国民が適切な医
療機関を自ら選択できるよう分かりやすく示すとともに、そ
れを基に必要に応じて地域で協議していくことが重要で
ある。
　次の一歩に向けて、日本医師会は、医療現場の意見
を踏まえ、国民がより適切に受診できるよう、医療提供体
制を構築していく。

3・医薬品の安定供給
　医療用医薬品不足の現状と問題点について、日本医
師会では緊急アンケート集計の結果に触れ、医療現場に
企業の出荷状況以上に不足を呈していることに触れる。
産業構造上の課題、バイイングパワー、外的・内的要
因から供給問題に触れた。

4・日本医師会 J-DOME研究事業
　一方、診療所を中心に糖尿病や高血圧症の症例デー
タを収集し、診療の向上を目指すため、日本医師会
J-DOME（ジェードーム）研究事業を行っている。２型糖
尿病・高血圧症を中心とする症例データを収集し、分析、
情報提供を行うことで、最適な医療提供、さらには国民
の健康寿命の延伸につなげていく。今回は専門医におい
てＳＧＬＴ２、ＧＬＰ１の処方が一般医に増加していることが
明らかになったことを指摘した。

５・医師会の組織力強化
　日本医師会は、引き続き地域医師会や病院団体等の
関係団体との連携に努め、地域から中央へボトムアップ
方式で様々な意見をくみ上げ、さらにはそれに基づき、
厚生労働省をはじめとする行政と対話を重ね、政府与党
と丁寧なコミュニケーションを図り、医療界の考えを医療政
策に反映するよう政策提言を行ってまいりたい。
　結びに医師会の組織強化についてその重要性に触れ、
協力をお願いした。

　ご講演の後、興和株式会社の謝辞、理事の上野豊
先生（学２７期）の閉会の辞にて講演会は終了し、隣室
での情報交換会にうつりました。情報交換会では久しぶり
の対面での会話に話題がつきることはなく、盛会裏のうち
にお開きとなりました。
　令和６年度の学術講演会は１１月９日（土）ホテルグラ
ンヴィア大阪にて開催を予定しておりますので、今から予
定にお加えいただき、ご出席をいただきますようお願い申
し上げます。

令和 5年度仁泉会大阪府支部連合会
秋季学術講演会（仁泉会 IN近畿）
開催報告

文責／村木宏要（学 27期）

大西洋一郎先生

安藤嗣彦理事長

佐野浩一学長

茂松茂人先生
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　１月１４日に安藤理事長を迎えて、リッツカールトン大阪
で東大阪支部仁泉会総会が開かれました。理事長によ
る元旦の登と大地震の犠牲者に黙とうが行われました。
ご冥福をお祈りいたします。
　今年は会計改革を行い、次年度以降はこれに則る形
で行うつもりです。
　珠洲市の一家帰郷時に４２才父親のみ生存された御
一家がおられましたが、関東大震災時のシャープ創業

東大阪支部新年総会報告

文責／東大阪支部長　大西洋一郎（学 25期）

者一家も全く同じ状態で、でも世界企業にまで育てあげ
られました。お父様のことを思うと。
　・・・話題は多岐にわたり、阪神大震災時に７０名
にも及ぶ死亡診断書を書いた話、ＤＭＡＴに継続的に参
加している話、ニデックの話、ナンバ歩きの話、最後に
は恒川先生（学１７期）が去年を限りに耳鼻咽喉科診
療所をしめられた話をして、楽しく会を閉じました。
　本年も援助金３万円をいただきありがとうございました。
　来年は１月１２日（日曜日）の予定ですのでぜひぜひ
御出席ください。
　なお出席者は、安藤嗣彦先生（学２０期）、佐藤公彦
先生（学１２期）、恒川恵治先生（学１７期）、塩路清一
先生（学２０期）、大西洋一郎（学２５期）、三宅裕治
先生（学２８期）、三宅直子先生（学２８期）、龍野光蔵
先生（学３０期）、大西敦子先生（学４０期）の先生方
でした。

令和６年度の大阪府連支部長会は下記にて開催いたします。

詳細の御案内は郵送にてお送りさせていただきます。

令和６年度大阪府支部連合会支部長会
開催のお知らせ

以上

記

日　時：令和 6年 5月11日（土）支部長会　午後 4時 30 分から

場　所：ホテルグランヴィア大阪　
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　令和６年２月１７日( 土 )に大阪マリオット都ホテル２０階
にて仁泉会東住吉平野支部総会及び懇親会を開催し
た。２６年ぶりの開催なので、名簿の管理や通帳の確
認等の苦労も少なくなかったが、先輩諸氏によって築き
上げていただいた古い伝統も過去の記録に散見され、
支部の活動資金もきちんと管理されていていたので、仁
泉会東住吉平野支部会員１１名及び仁泉会会員で支部
会員でない者１７名に郵送連絡した結果、４名の新規会
員の入会があり、今回の総会・懇親会の開催に至った。
　参加者は田口忠宏（２８）、長谷川利雄（３２）、寺
山幸嗣（３４）、向坂直哉（４９）、天野 大（５０）、の5名（敬
称略）。

仁泉会東住吉平野支部総会及び
懇親会報告

文責／東住吉平野支部長　長谷川利雄（学 32期）

　審議事項：会員名簿の確認、会計報告、入会基準
の確認等。報告事項：平野区および東住吉区の近況
について、診療報酬の改定について等。
　その後懇親会を開催した。参加者は少数ながら、料
理は食材を厳選した和洋折衷のコースで美味。シャンパ
ン→白ワイン→赤ワインとアルコールが進みに従い、色々
な話題が花開いた。母校卒業後はそれぞれの進路は
異なり、初対面の参加者もあったが、世代こそ違えても
大阪医大で学んだということを共通点として話題は尽きな
かった。今後も引き続き支部への入会を勧誘し、このよ
うな会を継続することを確認して散会した。
　母校を離れた地域にこのような世代を超えた会合があ
るのはとても有益なことだと再認識した。仁泉会会員で
東住吉平野支部に未入会の方は入会が必要ですので
私まで連絡して下さい。

仁泉会東住吉平野支部
連絡先：長谷川整形外科医院　長谷川利雄
FAX：06-6700-3120　TEL：06-6701-5815
メール：thsgw@pj8.so-net.ne.jp

支部会、クラス会等の開催告知を仁泉会ニュースに掲載させていただきます。

お気軽に事務局までお送り下さい。
※発刊予定は上記の「編集部より」をご確認いただき、なるべく早くお知らせいただけますと幸いです。

支部会クラス会等のご案内募集

令和６年度定期評議員会・総会開催のお知らせ

以上

記

日　時：令和 6年 5月26日（日）午後 2時 30 分から評議員会

　　　　　　　　　　　　　　  午後 3時から総会

　　　　　　　　　　　　　　  総会終了後　懇親会

場　所：ホテルグランヴィア京都

令和６年度の定期評議員会・総会は下記にて開催を予定しております。

先生方におかれましては、今から予定にお加えいただければ幸いです。

多数のご参加をお待ちしております。

編 集 部 よ り

会費納入のお願い

原稿募集のお知らせ

年会費
令和５年度　10，000 円
令和４年度　10，000 円
令和３年度　10，000 円
納入のご協力をよろしくお願い致します。
　　　　　　　　　　　　　　事務局　会計係

仁泉会ニュースの原稿を募集しております。日々の診療
で感じられた事、研究報告、趣味のお話やクラス会や支
部会のご報告なんでも結構です。
ご投稿お待ちしております。
●55 巻３号（令和６年５月 1日発行）
　締切　令和６年３月末日
●55 巻４号（令和６年７月 1日発行）
　締切　令和６年５月末日
●送付先：仁泉会事務局　〒569-8686　高槻市大学町 2-7
E-mail：jimu@jinsenkai.net　　FAX:072-682-6636
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　令和６年１月２０日（土）、仁泉会神戸支部 新年会が
開催されましたので、ご報告いたします。
　４年ぶりとなった新年会でしたが、副会長 井尻慎一
郎先生（学３１期）のご紹介にて由緒正しき『神戸倶
楽部（The Kobe Club）』を会場として、総勢３５名の
先生方が出席されました。
　特別企画として中井宏次
先生（ＮＰＯ法人 健康笑い
塾、１９７５年 大阪薬科大
学卒）をお招きして『健康
と笑い』に関してのご講演
を頂きました。初めは緊張
気味に見守っていた会員の
先生方も随所にユーモアを
交えたトークに引き込まれ最
後には会場が和やかな雰囲気となり新年会のスタートに
ふさわしい講演となりました。
　中井先生を交えて集合写真を撮影後、会長 増井裕
嗣先生（学２９期）からご挨拶がありました。初めに、
この度の能登半島地震にて被災された方々へのお見舞
いの言葉を申し上げられた後、仁泉会 各支部の先生
方の被災状況や支援活動の状況など、報告を交えた

令和 6年度 仁泉会神戸支部
新年会報告

文責／藤田能久（学 47期）

ご挨拶となりました。
　次に仁泉会本部の報告も兼ねて、理事長 安藤嗣彦
先生（学２０期）よりご挨拶を頂戴した後、出席者一同
での乾杯となりました。乾杯の後は、コロナ禍からの解
放を実感するマスク・パーテーションを設けない、念願
の会食となりました。歴史と伝統のある外国人クラブなら
ではの正統派フランス料理を楽しみながら、ワイングラス
を手に、各テーブル歓談の花をさかせていました。
　宴も中盤に差し掛かり、酔いもまわってきたところで、
恒例のスピーチ大会となりました。
　神戸市医師会会長 堀本仁士先生（学３５期）も大
変ご多忙な中、ご出席いただき、神戸市医師会の現状
報告を兼ねてご挨拶を頂きました。特筆すべきは、松本
逸平先生（学４２期）のご尽力により足立和正先生（学
４２期）、長濱通子先生（学４２期）、三崎 博先生（学
４２期）と新規にご参加頂け、テーブルではＨ５年卒ミニ
同窓会の様相を呈していました。途中、そろってのご登
壇もあり、神戸支部　学４２期（H５年卒）新時代到来？
を予感させる新年会にふさわしい会となりました。
　中本博士先生（学３９期）からゴルフコンペ（R６年６
月予定）のご案内後、恒例の学歌斉唱を行いました。
法人合併後、薬学部、看護学部など総勢７００名超の
合同入学式ではすでに学歌斉唱はされていないと伺い
ましたが、神戸支部総会・新年会では学歌を継承して
いければと思います。
　最後に副会長 中林まゆみ先生（学２９期）より閉会
のご挨拶があり、無事、新年会も閉会となりました。最
後は三宮のいつもの場所に繰り出し、大盛況のうちに神
戸支部でのルーチン２次会が終了しました。

追伸
　R６年度 神戸支部総会のご案内です。
令和６年７月１３日（土）　ホテル北野プラザ六甲荘にて開
催となります。

参加者：（敬称略）
福永 晶 （学14期）
谷尻 仁 （学15期）
日下孝明 （学16期）
北村純司 （学19期）
横山光昭 （学19期）
安藤嗣彦 （学20期）
岩越一彦 （学22期）
石原一秀 （学23期）
寺師克洋 （学23期）

森本義康 （学24期）
高矢康幸 （学26期）
植坂俊郎 （学27期）
辻本 豪 （学27期）
中林愛晶 （学27期）
中林まゆみ （学29期）
浪方典宏 （学29期）
増井裕嗣 （学29期）
森松伸一 （学29期）

高井 豊 （学30期）
米田 豊 （学30期）
井尻慎一郎 （学31期）
田村 功 （学31期）
越智 豊 （学32期）
水谷 肇 （学32期）
堀本仁士 （学35期）
中本博士 （学39期）
足立和正 （学42期）

長濱通子 （学42期）
松本逸平 （学42期）
三崎 博 （学42期）
藤田能久 （学47期）
浪方 悠 （学65期）
中井宏次 （S50年卒）
天野公博 （本部事務局）

会員の先生方、新規参加を迷っておられる先生方、親
子参加など、皆さまのご参加を心よりお待ちしております。
　なお、案内ハガキ新規郵送などに関しては、本部事
務局（TEL 072-682-6166）までご一報願います。
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TEL ／ 072-682-6166　FAX ／ 072-682-6636
e-mail ／ jimu@jinsenkai.net

仁泉会事務局

受賞・受章の際は編集部にお知らせください
各地での喜びの受賞・受章等がございましたら、事務局あてに書面、新聞などをお送り下さい。
FAX、メールでのお知らせも歓迎いたします。本誌にて広く紹介させていただきます。　編集係

仁泉会事務局 TEL ／ 072-682-6166　FAX ／ 072-682-6636
e-mail ／ jimu@jinsenkai.net

　２０１９年４月に淡路島での第３２回同窓会開催以来、
コロナウイルスの波及により多数の宴会や種々の会合等
中止されていましたが、昨年からやっとコロナ感染症の
減少傾向が見られるようになり、我々三八会も２０２３年１
１月４日京都の嵐山吉兆で開催することが出来ました。
　１１月の連休の中日で、秋の嵐山を訪れた外国人の観
光客も多く、渡月橋近辺の混雑の中を吉兆にたどり着く
のは大変でした。
　今回は３３回目の会合で、総勢 19名（内、御夫人 5名）
が参加されました。
　今回、広島から大崎先生御夫妻、兵庫方面から奥先
生御夫婦、平野先生御夫婦、西村先生が出席され、京
都から古谷先生、松原先生、太田、当番幹事の秋岡先生、
植木先生御夫妻、内田先生御夫妻、丸山先生御夫妻、
神戸から久しぶりに吉田泰子先生が参加されました。
　当番幹事の内田先生の進行で代表幹事の秋岡先生
の挨拶に始まり、令和元年以降に亡くなられた大西正則
先生、加藤一博先生、広石 隆先生、柳澤 稔先生方

大阪医科薬科大学第十二期卒業生　
三八会報告

文責／太田 稔（学 12 期）　　

に対して黙祷が行われ、続いて大学理事長の植木先生
から最近の大学のニュースを伺いました。
　大阪薬科大学との合同大学として大阪医科薬科大学
の実現と以前から進行中であった病棟の旧建築の解体、
新築の同時進行が来年度に完成の目途が付き、２０２５
年７月に完成予定の研究棟（法医解剖、研究施設基礎
実験施設）など新たなる研究棟と動物舎の建築を残すの
みと説明され、２０１８年３月に竣工した関西ＢＮＣＴ共同
医療センター、ＰＥＴセンターでの治療件数は２１２件に及
び、今年３月には大阪医科薬科大学、大学院、医科、
薬科、看護科から多くの医療人の誕生を見ることに至っ
たと報告されました。
　これまで長きに亘ってお世話下さいました丸山優子先
生より、今回をもって三八会を打ち止めにしたいとの提案
があり承認されました。
　集合写真撮影後、内田先生のお世話で嵐山吉兆の
懐石料理を堪能し、舞妓さん達の舞が披露され２１時に
閉会、遠方の先生方は京都ホテルオークラで宿泊、二
次会となり機会があれば有志の方々で集まる事を約束し
て閉会となりました。
　丸山先生、長い間の幹事御苦労様でした。

参加者（アイウエオ順・敬称略）：
秋岡 壽、植木 實夫妻、内田 實夫妻、大崎 洲夫妻、太田 
稔、奥 日出一夫妻、西村道也、平野勝彦夫妻、古谷幸雄、
松原 健、丸山俊郎、丸山優子、山本哲也、吉田泰子

クラス会だより

後列左より  大崎夫人、平野夫人、植木夫人、平野勝彦、奥 日出一、大崎 洲、山本哲也、太田 稔、松原 健、秋岡 壽、森上（三八会世話人）、内田夫人、奥夫人
前列左より  古谷幸雄、 丸山優子、吉田泰子、植木 實、 丸山俊郎、西村道也、内田 實

2023.11.4　大阪医科薬科大学 三八会　於：嵐山吉兆
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情けは人の為ならず

文責／佐々木進次郎（学 8期）

j i n s e n - p a r k

には懐かしい歌である。今思うと、随分と南朝目線の歌
ではある。
　私が生まれ育った島根県の小さな村では、正月が近
づくと、村のあちこちから餅つきの音が聞こえてきた。新
制中学に通っていた頃のそんなある日、全身血まみれの
小母さんが我が家に担ぎ込まれた（祖父は村の開業
医）。担ぎ込んだのはこの小母さんの長男の嫁さんで
あった。嫁さんの報告によると、嫁・姑の二人で餅をつ
いていたところ、杵を振っていた自分が、誤って姑さん
の頭をついてしまったのだと言う。祖父の肩越しに覗い
てみると、傷の長さは約１５㎝、傷口は大きく開き頭蓋骨
が露出していた。１０針余りの縫合でようやく出血が止まっ
た。その間、嫁さんはただおろおろするばかりであったが、
小母さんの方は終始冷静で、麻酔なしでの処置であっ
たにもかかわらず、「痛い」の一言もなかった。子供心
にも、小母さんの我慢強さに感じ入ったものである。
　後日譚である。村の口さがない連中が「あの嫁さん、
わざと姑さんの頭をついたのと違うか」と噂し始めたのだ。
この噂に激怒し「うちの嫁がそんなことをするはずがない、
私がぼんやりしていたために嫁につらい思いをさせた」
と必死に嫁さんをかばったのは他ならぬ姑さんであった。
私は高校卒業後すぐ村を離れたので、この噂のその後
について知る機会はなかった。
　３０年ほどたって故郷の姉達に聞いてみると、かつて
の村のうわさは根も葉もないものであったらしい。当の嫁・
姑は本当はすこぶる仲がよく、嫁さんは姑さんが亡くなる
まで一生懸命世話をしていたし、姑さんは最後まで嫁さ

　表題の諺の本来の意味は「人に情けをかけておけば、
巡り巡って結局は自分のためになる」であるが、これを「人
に情けをかけるのはよくない、かえってその人のためにな
らない」と解釈する向きがあるようだ。平成２２年度の文
化庁『国語に関する世論調査』によると、前者が正し
いとした人が４５.８％、後者が正しいと答えた人が４５.７％
と、ほぼ同率であった。
　この誤解釈は「ならず」を動詞「なる」の否定と考え、
「人のためにならない」の意味に捉えたことによるであろ
う。古語の「ならず」は「である」を意味する断定の
助動詞「なり」の否定であり、「ではない」という意味
である。つまり「人のためならず」は「人のためではな
い＝自分のためである」ということになる。上記世論調査
では、６０歳以上の人で正解率が高かったそうでだが、
これはおそらく高齢者のほうが古語と関わる機会が多
かったからであろう。
　この諺の由来は不明であるが、出典（使用例）とし
ては『貞享版沙石集』（１２８３年）、『太平記』（１４世紀）
などがある。因みに、『太平記』にある例は以下のエピソー
ドに由来している。四条畷戦において、高師直の陣中
に上山六左衛門という家来が訪ねていたところ、楠正行
軍の攻撃が始まった。上山は鎧も持たずに訪れていた
ので、師直の鎧を拝借しようとしたところ、これをとがめ
た師直の配下と争いになった。そこへ師直が通りかかり、
「今、師直に代わって働いてくれようとする者に、何を鎧
の一領如きを惜しもうぞ」といい、上山に鎧を与えた。
後に楠軍の総攻撃に遭って師直は窮地に立たされたが、
そこへ上山が現れ、師直の身代わりになって討ち死にし
たと言う。太平記２６巻原文には「今の師直鎧不与は、
上山命に代らんや。情けは人の為ならずとは、加様のこ
とを申すべき」とある。師直から鎧をもらった際に武士の
情けを感じた上山は、それに報いるために一命を捨てた
のである。
　そういえば、『四条畷』という唱歌を歌った記憶がある。
その何番かが「目ざすかたきの師直と、思いて討ちしそ
の首は、敵のはかれるいつわりか、欺かれしぞ口惜しき」
であった。上山の最後を歌ったもので、戦中・戦前派

んへの感謝を口にしていたという。まさに「この姑にして
この嫁あり」である。
　母校を定年退職してから再就職した老健施設では、
毎年１２月末に餅つき大会があった。参加者は入所者、
入所者の家族と施設の職員。その時の施設長の挨拶
代わりにこの村での出来事を話したことがある。話の最
後に「情けは人の為ならずです、いつか必ず自分のと
ころに返ってきます。お嫁さんを大事にしないと息子さん
やお孫さんに会えなくなりますよ」と言って挨拶を終えた。
ところが、私の話にうなずいていたのは長男の嫁さんと
思しき少数の女性のみで、入所中の女性達はほとんど
「反応なし」の状態であった。何のことはない。施設に入っ
ているお姑さん達には、①嫁いびりの経験がある、②嫁い
びりの機会はなかった（別居）、③嫁いびりの機会はあっ
たがやらなかった（賢い姑）、あるいは④意思疎通が困
難（施設の特性）など境遇の違いあろう。しかし、い
ずれにせよ、施設に入ってしまえばもはや嫁いびりとは関
りのなくなった人達である。私の話に無関心であったのも
蓋し当然のことであった。
　考えてみると、同居している嫁・姑の折り合いが悪く
なった場合でも、今日では、家族形態（核家族を含め）
を変えることで同居を避けることができ、姑にはいざとな
れば老健ほかの施設に入るという方法もある。「情けは
人の為ならず」は嫁・姑が仲良く暮らす上での教訓とも
見ていたのだが、その意味ではもはやあまり役に立たな
くなった諺かもしれない。そもそも、ほぼ半数の人はこの
諺の本来の意味を知らないという事情もある。
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でんでらりゅうば

文責／岡野 准（学部 21 期）

j i n s e n - p a r k

錦小路、四条、綾小路、仏光寺、高辻、松原、万寿寺、
五条、（雪駄屋町）、鍵屋町、（銭屋町）、（魚棚）、六条、
三哲、七条、八条、九条、十条、東寺（尚、雪駄屋
町通は現在楊梅通、銭屋町通は現在的場通、魚の棚
通は現在六条通。三哲は塩小路通です。）で、通り名
の頭部分をつなげているのです。南北の通り名を東から
西へ順に通りの名の頭の部分をつなげている「てらごこ」
というのも有って「てらごこふやとみ　やなぎさかい　た
かあいひがしに　くるまやちょう　からすりょうがえ　むろ
ころも　しんまちかまんざ　にしおがわ　あぶらさめがい
　ほりかわのみず　よしやいのくろ　おおみやへ　まつ
ひぐらしに　ちえこういん　じょうふくせんぼん　はてはに
しじん」と寺町、御幸町、麩屋町、富小路、柳馬場、堺町、
高倉、間之町、東洞院、車屋町、烏丸、両替町、室町、
衣棚、新町、釜座、西洞院、小川、油小路、醒ヶ井、堀川、
葭屋町、猪熊、黒門、大宮、松屋町、日暮、智恵光院、
浄福寺、千本（西陣は通りの名ではない。）の名前の
頭をつなげたものですが、手毬をつくのに調子はどうな
んでしょう。
　友思い　ピースくゆらす　小正月

　「でんでらりゅうば　でてくるばってん　でんでられん
けん　でーてこんけん　こんこられんけん　こられられ
んけん　こーんこん」という呪文のような歌詞は長崎の
手遊び歌で、手遊びしながら歌う「せっせっせ」の様
な童謡です。
　歌の意味は「出られるならば出ていくけれど、出られ
ないから出ていかないよ、行こうとしてもいけないから、
行くことはできないから、行かない 行かない」と、いうも
のですが余計意味が分からないですね。「こん」は「来ん」
ではなく「行く」という意味だそうです。歌の本当の意
味については、いくつか説があるそうで ①ロシア艦隊封
じ込め説：日清戦争でロシア艦隊を旅順に封じ込めたこ
とを祝った歌という説。②隠れキリシタン説、③でんでら竜
説、④丸山遊廓説：丸山遊廓の遊女が逃げるに逃げら
れない身を嘆いて歌ったものという説等が推察されてい
て①と④が有力そうですが確定はしていないそうです。
　手遊びの歌としては前に挙げた「せっせっせ」や「ア
ルプス一万尺」「茶摘みの歌」「ずいずいずっころばし」
位かと思っていましたが、保育園や幼稚園などで幼児と
遊ぶ為に随分たくさん作られている様です。「でんでらりゅ
うば」「せっせっせ」等なんだか意味の分からない言葉
ですが、一頃流行った「ラッスンゴレライ」は調子が良
いからと使われただけで全く意味は無いそうです。
　そういえば宇治の先輩が時々「まるたけえべすに　お
しおいけ　あねさんろっかく　たこにしき　しあやぶった
かまつまん　ごじょう　せった　ちゃらちゃら　うおのたな
　ろくじょう　さんてつ　とおりすぎ　しっじょう　こえれば
　はっくじょう　じゅうじょうとうじで　とどめさす」という呪
文の様な歌を歌っていたのを思い出します。京都の方は
皆知っているそうで京都市内の通りの名前を歌った手毬
歌だそうです。歌詞を漢字を使って書くと「丸竹夷二押
御池　姉三六角蛸錦　四綾仏高松万五条　雪駄ちゃ
らちゃら魚の棚　六条三哲通りすぎ　七条越えれば八
九条　十条東寺でとどめさす」となり、これは東西に走
る通り名を北から南へ並べると丸太町、竹屋町、夷川、
二条、押小路、御池、姉小路、三条、六角、蛸薬師、

冊 子 切 抜

２０２４年１月６日発刊の週刊日本医事新報NO.５２０２に井尻慎一郎先生（学３１期）の記事が掲載されました。
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仁泉会事務局 TEL ／ 072-682-6166　FAX ／ 072-682-6636
e-mail ／ jimu@jinsenkai.net

冊 子 切 抜
雑誌月刊保団連の特集「医療マンガが面白い」で、田村功先生（学 31 期）が紹介されていましたので
ご紹介させていただきます。

月刊保団連 2024.1 No.1409

２から５に

京都ぽん太町（学31期）

まんが第66回
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自己紹介をお願いします
　仁泉会の先生方におかれましては、今回寄稿の機会
を頂き誠にありがとうございます。学５７期の前田和也と
申します。２００２年に入学し、学生時代には弓道部に
所属しておりました。父（学２７期：前田隆義）も産婦
人科医であったこともあり、学生の頃から産婦人科には
興味を持っていました。当時産婦人科医はなり手が少な
いと言われており、同じ医師になるなら人手の少ない科
のほうが活躍の機会が多そうと思ったこと、内科と外科
の両方の性質があって面白そうだと思ったことが産婦人
科を目指すきっかけとなりました。
　２００８年に卒業後、日赤和歌山医療センターで２年間

平成 20 年卒（学 57 期）
在学中の所属部活／弓道部

前田和也先生

の初期研修を修了し、母校産婦人科学教室に入局しま
した。２０１３年からは大学院に進学し、卵巣癌血清か
ら抽出したエキソソームに含まれるマイクロＲＮＡのバイ
オマーカーとしての有用性について研究を行い学位を取
得致しました。２０１７年より産婦人科学教室の助教を拝
命致しました。また関連の市中病院でも勤務し、市立ひ
らかた病院、大阪南医療センター、北摂総合病院で臨
床経験を積ませて頂きました。北摂総合病院では産婦
人科医長を拝命し、産婦人科の代表としての責任や他
科との連携、近隣のクリニックとの病診連携などの重要
性を学び、診療の幅が広がったと思っております。

クリニック承継のきっかけについて
　承継のきっかけは、産婦人科の後輩で市立ひらかた
病院の副部長であった田吹邦雄先生（学５８期）から
お誘いを頂いたことでした。当時北摂総合病院に勤務
していましたが、ちょうど学位取得・専門医取得を終え、
今後のキャリアについて考えている頃でした。もともと当
院は妻の出産でお世話になっておりよく知っておりまし
た。かねてから開業には関心があり、クリニックが自分
の育った箕面にあることから、地元に恩返しができると
いう思いがあり、２０２２年９月より理事長：前田和也、
院長：田吹邦雄の体制でクリニックを承継することとなり
ました。

開業しました！

クリニックの特色を教えてください
　共立さわらぎ産婦人科は２００２年、母校産婦人科学
教室の先輩でもある先代理事長の清木康雄（学３３期）、
院長の鶴長建充（学３４期）が共同で開院致しました。「さ
わらぎ」は母校、大阪医科大学の教養部であったさわ
らぎキャンパスに由来しています。折しも開院した２００２
年は私が大阪医大に入学した年であり、私がさわらぎ
キャンパスで学んだ最後の学年でもあり、当院との縁を
感じます。ちょうど開院２０周年を迎えた２０２２年に、先
代よりクリニックを承継いたしました。
　当院は箕面市東部の粟生外院にあります。箕面市を
はじめ、茨木市、吹田市、豊中市、池田市など幅広
い地域から、お産のため妊婦さんが訪れます。箕面は
彩都や箕面森町などで住宅開発が進んでおり、少子化
の進む大阪府のなかでも数少ない人口増加地域です。
今年３月には北大阪急行電鉄が箕面萱野まで延伸し、
当院が新駅より最も近い産科診療所となります。周辺は
ますます賑わうのではないかと期待しています。
　当院では妊婦健診、分娩（自然分娩・無痛分娩・
帝王切開）を始め、一般婦人科診療、婦人科がん検診、
不妊治療（タイミング指導・排卵誘発・人工授精）、
更年期症候群、子宮頸がんワクチンなど、産婦人科全
般の診療を行っています。ハイリスク症例は大阪医薬大
病院、阪大病院をはじめ、箕面市立病院、豊中市立

病院、池田市立病院、国立循環器病センターなどと連
携して診療を行っています。もともと当院で先代が築き
上げてきた安全・安心なお産には定評があり、先代の
高潔な人格に惹かれてスタッフが集まるようなクリニック
でした。その理念を継承しつつ、より身近で親しみやす
い地域の産院として、多くの妊婦さんに選んでいただけ
るよう努力していきたいと思っています。

仁泉会会員の先生方に一言おねがいします
　以上、簡単ではございますが、クリニックの紹介をさ
せて頂きました。まだまだ若輩者ではありますが、地域
医療の発展のため努力を重ねて参ります。今後とも先
生方のご指導ご鞭撻を賜りますよう、よろしくお願い申し
上げます。最後になりましたが、このような寄稿の機会
を与えて頂きました仁泉会の先生方、事務局の皆様に
厚く御礼申し上げます。

共立さわらぎ産婦人科のご紹介

●所在地
〒５６２－００２５
箕面市粟生外院６丁目３番５号

●電話
０７２－７２６－１１０３

●診療科目
産科・婦人科

●診療時間
月～土　　午前９：００～１２：００
月～金　　午後１７：００～１９：００
土　　　　午後１４：００～１６：００
休診日　日曜日・祝日

●ホームページ
https://sawaragi-hosp.jp/

前列左から　田吹邦雄先生、鶴長建充先生、清木康雄先生、前田和也

高医 14期　疋田善平先生

令和５年１２月２１日老衰の為ご逝去。（１０２歳）
昭和１９年卒。
高知県挙の川診療所にて内科医としてご勤務になり、
ながきにわたり地域医療に尽力されました。
ご遺族　鳥羽睦美様

高医 20期　岸上 巌先生

令和５年９月５日老衰の為ご逝去。（９７歳）　
昭和２６年卒。
昭和３０年に尼崎市にて内科小児科をご開業になり、平
成２２年に閉院されるまでの５５年間地域医療の為に尽く
されました。
ご遺族　妻　京子様

高医 20期　志賀哲二先生

令和５年１１月２９日腎不全の為ご逝去。（９６歳）
昭和２６年卒。
昭和３８年に綾部市にて志賀外科医院を開設され、地
域医療に貢献されました。
ご遺族　子　俊樹様

学部 1期　松田政博先生

令和４年１０月１４日心不全、新型コロナウイルス感染の
為ご逝去。（９６歳）
昭和２７年卒。
卒業後、奈良医大産婦人科教室で助手をお務めになら
れた後、医療法人畿内会岡波総合病院産婦人科に勤
務されました。平成元年以降は奈良県内子宮癌検診や
結核予防会検診に従事され、８５歳になられるまでのな
がきにわたり地域医療に尽力されました。
ご遺族　次男　尚史様

学部 5期　西本 博先生

令和５年９月１６日肺炎の為ご逝去。（９４歳）
昭和３１年卒。
西宮市にて内科をご開業になり地域医療に貢献されま
した。

学部 5期　宮本昭士先生

令和５年１２月３１日老衰の為ご逝去。（９５歳）
昭和３１年卒。
昭和４３年５月１日に香川県丸亀市にて耳鼻咽喉科医院
を開業され、平成１７年４月１日に閉院されるまで、なが
きにわたり地域医療に貢献されました。丸亀市医師会理
事、学校医もながきにわたりお務めになられました。
ご遺族　娘　安藤郁子様

学部 7期　青山 宏先生

令和５年１２月２日急性腹膜炎の為ご逝去。（９２歳）
昭和３３年卒。

昭和３８年３月に京都大学医学部大学院を卒業されま
した。昭和３８年４月～昭和４１年３月国立大阪病院耳
鼻咽喉科にて、昭和４１年４月～昭和４４年３月母校第
一内科にてご勤務になられた後、同年７月に寝屋川市
にて青山医院をご開業になりました。平成２年７月には医
療法人青山医院を開設、平成２１年６月まで理事長をお
務めになられた後も理事として地域医療に尽力されまし
た。また仁泉会評議員として会務運営にもご協力いただ
きました。
ご遺族　長女　さつき様

学部 7期　石川 允先生

令和５年１２月３１日ご逝去。（９０歳）
昭和３３年卒。
宇治市にて内科・小児科をご開業になり、地域医療に
貢献されました。
ご遺族　長男　潤様

学部 7期　海老瀬尚文先生

令和５年１２月２８日老衰の為ご逝去。（９３歳）
昭和３３年卒。
京都府立医大第二外科学教室に入局された後、京都
市上京区にて海老瀬医院（内科・外科）を継承され、
平成２９年までのながきにわたり、地域医療の為に尽くさ
れました。
ご遺族　次女　文代様

学部 8期　町塚 昭先生

令和５年１２月２日誤嚥性による肺炎の為ご逝去。（９０歳）
昭和３４年卒。
昭和４４年２月に京都市山科区にて町塚外科病院を開
設され、（平成１８年に高須町塚診療所に改名）地域
医療に貢献されました。
ご遺族　妻　恵子様

学部 15期　尾上浩平先生

令和５年９月１７日ご逝去。（８７歳）
昭和４１年卒。
尼崎市にて尾上医院（皮膚科・内科）をご開業になり、
地域医療に尽力されました。
ご遺族　正浩様

学部 15期　槙殿洋子先生

令和４年４月２５日癌性腹膜炎の為ご逝去。（８０歳）

昭和４１年卒。
広島市にて舟入槙殿胃腸内科をご開業になり、地域医
療に貢献されました。
ご遺族　長女　加絵様

学部 17期　田村 滋先生

令和５年１２月１５日肺がんの為ご逝去。（７９歳）
昭和４３年卒。
京都市左京区にて内科をご開業になり、地域医療の為
に尽くされました。
ご遺族　三男　和様

学部 20期　貴島範彦先生

令和５年１２月３日癌悪液質の為ご逝去。（７８歳）
昭和４６年卒
卒業後、第一内科に入局されました。昭和６２年に貴
島中央病院に入職され、平成３年に院長にご就任にな
りました。平成８年からは理事長も兼任され地域医療に
貢献されました。
ご遺族　妻　絹子様

学部 25期　高沢 仁先生

令和５年１２月１１日肺炎の為ご逝去。（７３歳）
昭和５１年卒。
埼玉県熊谷市にて高沢内科クリニックを開設され、地域
医療の為に尽くされました。
ご遺族　妻　薫子様

学部 30期　村田光遠先生

令和５年１２月７日心不全の為ご逝去。（６７歳）
昭和５６年卒。
卒業後、堺教授医局（神経精神医学教室）に入局さ
れました。宇治おうばく病院、城南病院、相生病院、志
賀里病院にてご勤務になり、地域医療に尽力されました。
ご遺族　弟　守隆様

学部 36期　山田摩利子先生

令和５年１１月２５日悪性新生物の為ご逝去。（６１歳）
昭和６２年卒。
卒業後、神経精神医学教室に入局されました。平成１２
年からの阪南病院でのご勤務を経て、平成１４年より山
田医院にて非常勤として勤務され、地域医療に貢献さ
れました。
ご遺族　夫　全寛様
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名称 にしけん脳神経外科
 ・くびこしクリニック
住所 〒593-0055　
 大阪府高槻市西冠３丁目３８－１
電話 072-676-0222
診療科目 脳神経外科・脊椎脊髄外科
 ・リハビリテーション
診療時間 午前 9:00~13:00
 午後 15:00~19:30
休診日 土曜、日曜、祝日
その他 CT、MRI 完備
仁泉会の先生方に一言
 高槻にて開業させて頂きました。
 よろしくお願い申し上げます。

西原賢太郎先生（学 47期）
開業しました！

名称 はなえみホームクリニック
住所 〒569-0007　
 大阪府高槻市神内２－８－３１
 ライブリー１号
電話 072-681-2277
FAX 072-681-2288
診療科目 訪問診療・内科
診療時間 外来
 　月水木土  午前  9:00~11:30
 訪問
 　火金　　  午前  9:00~11:30
 　　　　　  午後 13:30~17:00
 　月木　　  午後 13:30~17:00
休診日 日曜、祝日、水曜・土曜午後

秦 健一郎先生（学 52 期）
開業しました！

名称 医療法人楽樹会
 つむぎの森ホームクリニック
住所 〒569-0064　
 大阪府高槻市庄所町２－９
電話 072-648-3360
FAX 072-648-3361
診療科目 一般内科、循環器内科、
 自由診療、在宅医療
診療時間 午前  9:00~12:30
 午後 16:00~19:30
休診日 日曜、祝日、木曜・土曜午後
ホームページ tsumugi-rakuju.org
E-mail tsumuginomori111@gmail.com
仁泉会の先生方に一言
 若輩者ではございますが、地域

医療に貢献すべく尽力して参り
ます。今後とも、ご指導ご鞭撻
のほど、よろしくお願い申し上げ
ます。最後に、このような掲載
の機会を与えていただきました仁
泉会の先生方、事務局の皆さ
まに深謝申し上げます。

野原悠貴先生（学 60期）
開業しました！

旧帝国大学医学部卒業、
内科医師、32 歳
趣味：サイクリング、読書（歴史物など）、旅行
身長 178センチ、健康

お互いの仕事を理解し合える女性医師とのご
縁を求めています。

詳細は仁泉会事務局までお尋ねください。

良縁募集中

高医 14期　疋田善平先生

令和５年１２月２１日老衰の為ご逝去。（１０２歳）
昭和１９年卒。
高知県挙の川診療所にて内科医としてご勤務になり、
ながきにわたり地域医療に尽力されました。
ご遺族　鳥羽睦美様

高医 20期　岸上 巌先生

令和５年９月５日老衰の為ご逝去。（９７歳）　
昭和２６年卒。
昭和３０年に尼崎市にて内科小児科をご開業になり、平
成２２年に閉院されるまでの５５年間地域医療の為に尽く
されました。
ご遺族　妻　京子様

高医 20期　志賀哲二先生

令和５年１１月２９日腎不全の為ご逝去。（９６歳）
昭和２６年卒。
昭和３８年に綾部市にて志賀外科医院を開設され、地
域医療に貢献されました。
ご遺族　子　俊樹様

学部 1期　松田政博先生

令和４年１０月１４日心不全、新型コロナウイルス感染の
為ご逝去。（９６歳）
昭和２７年卒。
卒業後、奈良医大産婦人科教室で助手をお務めになら
れた後、医療法人畿内会岡波総合病院産婦人科に勤
務されました。平成元年以降は奈良県内子宮癌検診や
結核予防会検診に従事され、８５歳になられるまでのな
がきにわたり地域医療に尽力されました。
ご遺族　次男　尚史様

学部 5期　西本 博先生

令和５年９月１６日肺炎の為ご逝去。（９４歳）
昭和３１年卒。
西宮市にて内科をご開業になり地域医療に貢献されま
した。

学部 5期　宮本昭士先生

令和５年１２月３１日老衰の為ご逝去。（９５歳）
昭和３１年卒。
昭和４３年５月１日に香川県丸亀市にて耳鼻咽喉科医院
を開業され、平成１７年４月１日に閉院されるまで、なが
きにわたり地域医療に貢献されました。丸亀市医師会理
事、学校医もながきにわたりお務めになられました。
ご遺族　娘　安藤郁子様

学部 7期　青山 宏先生

令和５年１２月２日急性腹膜炎の為ご逝去。（９２歳）
昭和３３年卒。

昭和３８年３月に京都大学医学部大学院を卒業されま
した。昭和３８年４月～昭和４１年３月国立大阪病院耳
鼻咽喉科にて、昭和４１年４月～昭和４４年３月母校第
一内科にてご勤務になられた後、同年７月に寝屋川市
にて青山医院をご開業になりました。平成２年７月には医
療法人青山医院を開設、平成２１年６月まで理事長をお
務めになられた後も理事として地域医療に尽力されまし
た。また仁泉会評議員として会務運営にもご協力いただ
きました。
ご遺族　長女　さつき様

学部 7期　石川 允先生

令和５年１２月３１日ご逝去。（９０歳）
昭和３３年卒。
宇治市にて内科・小児科をご開業になり、地域医療に
貢献されました。
ご遺族　長男　潤様

学部 7期　海老瀬尚文先生

令和５年１２月２８日老衰の為ご逝去。（９３歳）
昭和３３年卒。
京都府立医大第二外科学教室に入局された後、京都
市上京区にて海老瀬医院（内科・外科）を継承され、
平成２９年までのながきにわたり、地域医療の為に尽くさ
れました。
ご遺族　次女　文代様

学部 8期　町塚 昭先生

令和５年１２月２日誤嚥性による肺炎の為ご逝去。（９０歳）
昭和３４年卒。
昭和４４年２月に京都市山科区にて町塚外科病院を開
設され、（平成１８年に高須町塚診療所に改名）地域
医療に貢献されました。
ご遺族　妻　恵子様

学部 15期　尾上浩平先生

令和５年９月１７日ご逝去。（８７歳）
昭和４１年卒。
尼崎市にて尾上医院（皮膚科・内科）をご開業になり、
地域医療に尽力されました。
ご遺族　正浩様

学部 15期　槙殿洋子先生

令和４年４月２５日癌性腹膜炎の為ご逝去。（８０歳）

昭和４１年卒。
広島市にて舟入槙殿胃腸内科をご開業になり、地域医
療に貢献されました。
ご遺族　長女　加絵様

学部 17期　田村 滋先生

令和５年１２月１５日肺がんの為ご逝去。（７９歳）
昭和４３年卒。
京都市左京区にて内科をご開業になり、地域医療の為
に尽くされました。
ご遺族　三男　和様

学部 20期　貴島範彦先生

令和５年１２月３日癌悪液質の為ご逝去。（７８歳）
昭和４６年卒
卒業後、第一内科に入局されました。昭和６２年に貴
島中央病院に入職され、平成３年に院長にご就任にな
りました。平成８年からは理事長も兼任され地域医療に
貢献されました。
ご遺族　妻　絹子様

学部 25期　高沢 仁先生

令和５年１２月１１日肺炎の為ご逝去。（７３歳）
昭和５１年卒。
埼玉県熊谷市にて高沢内科クリニックを開設され、地域
医療の為に尽くされました。
ご遺族　妻　薫子様

学部 30期　村田光遠先生

令和５年１２月７日心不全の為ご逝去。（６７歳）
昭和５６年卒。
卒業後、堺教授医局（神経精神医学教室）に入局さ
れました。宇治おうばく病院、城南病院、相生病院、志
賀里病院にてご勤務になり、地域医療に尽力されました。
ご遺族　弟　守隆様

学部 36期　山田摩利子先生

令和５年１１月２５日悪性新生物の為ご逝去。（６１歳）
昭和６２年卒。
卒業後、神経精神医学教室に入局されました。平成１２
年からの阪南病院でのご勤務を経て、平成１４年より山
田医院にて非常勤として勤務され、地域医療に貢献さ
れました。
ご遺族　夫　全寛様
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高医 14 期　疋田善平先生

令和５年１２月２１日老衰の為ご逝去。（１０２歳）
昭和１９年卒。
高知県挙の川診療所にて内科医としてご勤務になり、
ながきにわたり地域医療に尽力されました。
ご遺族　鳥羽睦美様

高医 20期　岸上 巌先生

令和５年９月５日老衰の為ご逝去。（９７歳）　
昭和２６年卒。
昭和３０年に尼崎市にて内科小児科をご開業になり、平
成２２年に閉院されるまでの５５年間地域医療の為に尽く
されました。
ご遺族　妻　京子様

高医 20期　志賀哲二先生

令和５年１１月２９日腎不全の為ご逝去。（９６歳）
昭和２６年卒。
昭和３８年に綾部市にて志賀外科医院を開設され、地
域医療に貢献されました。
ご遺族　子　俊樹様

学部 1期　松田政博先生

令和４年１０月１４日心不全、新型コロナウイルス感染の
為ご逝去。（９６歳）
昭和２７年卒。
卒業後、奈良医大産婦人科教室で助手をお務めになら
れた後、医療法人畿内会岡波総合病院産婦人科に勤
務されました。平成元年以降は奈良県内子宮癌検診や
結核予防会検診に従事され、８５歳になられるまでのな
がきにわたり地域医療に尽力されました。
ご遺族　次男　尚史様

学部 5期　西本 博先生

令和５年９月１６日肺炎の為ご逝去。（９４歳）
昭和３１年卒。
西宮市にて内科をご開業になり地域医療に貢献されま
した。

学部 5期　宮本昭士先生

令和５年１２月３１日老衰の為ご逝去。（９５歳）
昭和３１年卒。
昭和４３年５月１日に香川県丸亀市にて耳鼻咽喉科医院
を開業され、平成１７年４月１日に閉院されるまで、なが
きにわたり地域医療に貢献されました。丸亀市医師会理
事、学校医もながきにわたりお務めになられました。
ご遺族　娘　安藤郁子様

学部 7期　青山 宏先生

令和５年１２月２日急性腹膜炎の為ご逝去。（９２歳）
昭和３３年卒。

昭和３８年３月に京都大学医学部大学院を卒業されま
した。昭和３８年４月～昭和４１年３月国立大阪病院耳
鼻咽喉科にて、昭和４１年４月～昭和４４年３月母校第
一内科にてご勤務になられた後、同年７月に寝屋川市
にて青山医院をご開業になりました。平成２年７月には医
療法人青山医院を開設、平成２１年６月まで理事長をお
務めになられた後も理事として地域医療に尽力されまし
た。また仁泉会評議員として会務運営にもご協力いただ
きました。
ご遺族　長女　さつき様

学部 7期　石川 允先生

令和５年１２月３１日ご逝去。（９０歳）
昭和３３年卒。
宇治市にて内科・小児科をご開業になり、地域医療に
貢献されました。
ご遺族　長男　潤様

学部 7期　海老瀬尚文先生

令和５年１２月２８日老衰の為ご逝去。（９３歳）
昭和３３年卒。
京都府立医大第二外科学教室に入局された後、京都
市上京区にて海老瀬医院（内科・外科）を継承され、
平成２９年までのながきにわたり、地域医療の為に尽くさ
れました。
ご遺族　次女　文代様

学部 8期　町塚 昭先生

令和５年１２月２日誤嚥性による肺炎の為ご逝去。（９０歳）
昭和３４年卒。
昭和４４年２月に京都市山科区にて町塚外科病院を開
設され、（平成１８年に高須町塚診療所に改名）地域
医療に貢献されました。
ご遺族　妻　恵子様

学部 15期　尾上浩平先生

令和５年９月１７日ご逝去。（８７歳）
昭和４１年卒。
尼崎市にて尾上医院（皮膚科・内科）をご開業になり、
地域医療に尽力されました。
ご遺族　正浩様

学部 15期　槙殿洋子先生

令和４年４月２５日癌性腹膜炎の為ご逝去。（８０歳）

昭和４１年卒。
広島市にて舟入槙殿胃腸内科をご開業になり、地域医
療に貢献されました。
ご遺族　長女　加絵様

学部 17期　田村 滋先生

令和５年１２月１５日肺がんの為ご逝去。（７９歳）
昭和４３年卒。
京都市左京区にて内科をご開業になり、地域医療の為
に尽くされました。
ご遺族　三男　和様

学部 20期　貴島範彦先生

令和５年１２月３日癌悪液質の為ご逝去。（７８歳）
昭和４６年卒
卒業後、第一内科に入局されました。昭和６２年に貴
島中央病院に入職され、平成３年に院長にご就任にな
りました。平成８年からは理事長も兼任され地域医療に
貢献されました。
ご遺族　妻　絹子様

学部 25期　高沢 仁先生

令和５年１２月１１日肺炎の為ご逝去。（７３歳）
昭和５１年卒。
埼玉県熊谷市にて高沢内科クリニックを開設され、地域
医療の為に尽くされました。
ご遺族　妻　薫子様

学部 30期　村田光遠先生

令和５年１２月７日心不全の為ご逝去。（６７歳）
昭和５６年卒。
卒業後、堺教授医局（神経精神医学教室）に入局さ
れました。宇治おうばく病院、城南病院、相生病院、志
賀里病院にてご勤務になり、地域医療に尽力されました。
ご遺族　弟　守隆様

学部 36期　山田摩利子先生

令和５年１１月２５日悪性新生物の為ご逝去。（６１歳）
昭和６２年卒。
卒業後、神経精神医学教室に入局されました。平成１２
年からの阪南病院でのご勤務を経て、平成１４年より山
田医院にて非常勤として勤務され、地域医療に貢献さ
れました。
ご遺族　夫　全寛様

会員名簿掲載事項確認のお願い
　令和６年度事業として、２０２４年度版の会員名簿の作成準備を行っております。
　本号（５５巻２号）に名簿掲載事項確認書を同封させていただいております。
　お手数をおかけいたしますが、名簿掲載事項の住所等にご変更がないかをご確認
いただき、掲載の可否とあわせてご返信をいただきますよう、よろしくお願い申し上げます。
　住所等の相違がなく、非掲載事項のご希望がない場合は、ご返信は不要です。

　名簿作成にあたり、住所や電話番号の確認を他社に委託は致しません。また、お電
話で先生もしくはご家族、従業員様に登録事項の確認をすることはありません。
　必ず返信先を仁泉会事務局（高槻市大学町２－７）にした上で、郵送にてお尋ねを
しておりますのでご留意をいただきますようよろしくお願い申し上げます。

名簿編集係

　今年は元日早々に能登半島地震が発生しました。亡
くなられた方々に哀悼の意を捧げるとともに、被災され
今なお不自由な避難生活を送れている皆様にお見舞い
申し上げます。
　能登地区には調べた限りでは３名の同窓がおられる
のですが、おひとりは他県で勤務されており、ご実家が
半壊の被害を受け、先生ご自身は２日に帰省される予定
であったそうです。他のお二方は軽微な被害で済まれ
たようです。

　数十年前に能登半島先端の「ランプの宿」を訪れた
ことがあるのですが、当時は本当に電気が通じておら
ず、客室や浴場にはランプが灯され、薄暗い中入浴し
たことが思い出されます。今でも営業されていますが、
ホームページを見るとずいぶん立派な設備になっていま
す。しかし、同所でもライフラインが途絶え現在休業を
余儀なくされています。地域特性もあり復興まではかなり
の時を費やさねばならないと思われますが、再開が一日
でも早いことを祈っています。

（治）

　仁泉会ニュース５５巻１号にて下記の誤りが
ございました。
　誌面をお借りして訂正とお詫びを申し上げ
ます。

２９頁　写真氏名注釈　下段左から４番目
　誤　橋本
　正　福本

お詫びと訂正


